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理　　念 ● 診療・教育・研究を通じて社会に貢献します。

基本方針 ●   1．安全かつ高度な医療を提供します。　　2．優れた医療人を養成します。 
3．次代を担う新しい医療を開拓します。　4．地域と社会に貢献します。 ホームページで「かわらばん」のバックナンバーがご覧いただけます

CONTENTS

2023年、名大病院に小児心疾患の患者さんを受け入れる小児循環器センターが設立されました。小児心臓外科医の
櫻井一病院教授、小児循環器科医の大橋直樹病院准教授が着任し、本格的に活動を始めています。センターの目的や
今後の展望などを伺いました。

小
児
心
疾
患
の
ト
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
を
目
指
し
て

名
大
病
院
は
２
０
１
６
年
よ
り
小
児
医

療
セ
ン
タ
ー
の
確
立
を
目
指
し
、
小
児
医

療
に
重
点
を
置
い
て
き
ま
し
た
。
年
々
、

少
子
化
が
進
む
中
で
、
20
年
、
30
年
先
も

高
度
な
医
療
を
地
域
へ
継
続
し
て
提
供
す

る
た
め
に
、
専
門
性
の
高
い
医
療
技
術
や

施
設
設
備
を
集
約
さ
せ
た
拠
点
づ
く
り
を

進
め
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
、
２
０
２
３
年
「
小

児
循
環
器
セ
ン
タ
ー
」
を
起
ち
上
げ
ま
し

た
。
当
セ
ン
タ
ー
に
は
10
名
ほ
ど
の
専
門

職
を
中
心
に
、
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

で
手
術
室
の
運
用
や
外
来
の
設
置
、
心
臓

カ
テ
ー
テ
ル
検
査
室
や
小
児
集
中
治
療
室

の
新
設
な
ど
に
取
り
組
み
、
年
度
ご
と
に

年
齢
別
・
難
易
度
別
に
目
標
を
立
て
、
実

績
を
評
価
し
な
が
ら
、
安
全
に
、
そ
し
て

着
実
に
高
度
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。
現
在

は
心
室
中
隔
欠
損
症
な
ど
の
軽
症
例
、
成

人
先
天
性
心
疾
患
の
治
療
か
ら
始
め
て
い

ま
す
が
、
最
終
的
に
は
新
生
児
の
重
症
例

に
も
対
応
で
き
る
全
国
屈
指
の
ト
ッ
プ
セ

ン
タ
ー
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

名
大
病
院
だ
か
ら
こ
そ
治
療
が
完
結
で
き
る

先
天
性
心
疾
患
の
お
子
さ
ん
は
、
お
よ

そ
１
０
０
人
に
１
人
。
重
症
心
疾
患
で

は
、
25
年
前
は
そ
の
う
ち
８
割
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
は
適
切
な
手
術

を
行
え
ば
９
割
が
助
か
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
た
だ
、
先
天
性
心
疾
患
に
は
多
数

の
種
類
が
あ
り
、
発
症
頻
度
も
１
％
以
下

の
重
症
例
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
。
高
い

治
療
レ
ベ
ル
を
維
持
す
る
に
は
、
医
師
が

経
験
を
重
ね
て
知
識
や
技
術
を
共
有
す
る

こ
と
が
重
要
で
、
今
後
、
少
子
化
が
進
め

ば
医
師
の
経
験
不
足
、
治
療
技
術
の
低
下

が
起
き
る
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
さ
れ
て

い
ま
す
。
当
院
は
大
学
病
院
と
し
て
人
材

育
成
を
使
命
と
し
て
お
り
、
多
く
の
症
例

が
集
ま
る
当
セ
ン
タ
ー
で
医
師
の
レ
ベ

ル
を
高
め
て

い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま

す
。加

え
て
、

先
天
性
心
疾

患
は
成
長
に

伴
う
変
化
を

見
て
い
く
こ

と
も
大
切
で

す
。
加
齢
に

よ
る
異
変
も

少
な
か
ら
ず

起
こ
り
、
現

在
、
日
本
で

は
年
間
１
万

件
ほ
ど
の
先
天
性
心
疾
患
の
患
者
さ
ん
が

成
人
し
て
お
り
、
必
要
に
応
じ
て
再
手
術

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
点
、
成
人
の

受
け
入
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
最
終
的
な
手
段

と
な
る
心
移
植
の
実
績
も
豊
富
で
、
一
つ

の
病
院
で
他
科
と
連
携
し
な
が
ら
治
療
を

完
結
で
き
る
の
は
、
総
合
病
院
で
あ
る
当

院
の
強
み
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

す
べ
て
の
小
児
患
者
さ
ん
を 

 

受
け
入
れ
ら
れ
る
拠
点
へ

当
セ
ン
タ
ー
は
今
後
、
す
べ
て
の
小
児

患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
ら
れ
る
全
国
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
拠
点
を
目
指
す
と
同
時
に
、

当
院
が
掲
げ
る
他
分
野
も
含
め
た
小
児
医

療
セ
ン
タ
ー
の
構
築
に
向
け
て
、
そ
の
一

翼
を
担
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。
現
在
の
課
題
と
し
て
は
先
天
性
心

疾
患
の
患
者
さ
ん
が
成
人
後
、
無
事
に
妊

娠
・
出
産
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
産

婦
人
科
医
が
全
国
的
に
少
な
い
こ
と
が
挙

げ
ら
れ
ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
幅

を
広
げ
て
、
将
来
は
愛
知
県
で
も
安
心
し

て
出
産
が
で
き
る
環
境
を
整
え
ら
れ
れ
ば

と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
児
心
疾
患
の
領
域
は
ニ
ッ
チ
で
す

が
、治
療
が
必
要
な
方
は
確
実
に
い
ま
す
。

今
後
進
ん
で
い
く
少
子
化
の
中
で
子
ど
も

の
命
を
守
る
こ
と
は
非
常
に
重
要
で
、
当

セ
ン
タ
ー
の
活
動
は
社
会
的
な
使
命
を

担
っ
て
い
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

小
児
循
環
器
セ
ン
タ
ー
で
は
手
術

が
必
要
な
患
者
さ
ん
の
た
め
の
小
児

循
環
器
外
来
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

小
児
心
臓
外
科
は
水
曜
午
後
、
小
児

循
環
器
内
科
は
木
曜
午
後
に
診
察
を

行
っ
て
い
ま
す
（
予
約
制
）。
受
診
に

関
心
の
あ
る
方
は
、
ま
ず
は
か
か
り
つ

け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・  全国トップレベルの治療提供を目指して 
小児循環器センターが稼働しています。
・	新年のご挨拶

・	海外医療機関との学術交流を再開しました。
・	通院支援アプリのサービスを開始しました。
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・	診療科レポート「老年内科」
・	ナディック通信
・	病院からのお知らせ
・	特定基金 医学部附属病院支援事業へ
のご協力のお願い
・	かわらばんHPのご案内

新
年
の
ご
挨
拶

病院長　小寺　泰弘

　新年あけましておめでとう
ございます。
　名大病院ではコロナ専用病
棟の運用を終了し、難治疾患
の患者さんを中心に高度な医

療を提供するという本来の診療内容を中心に据
えた従前の姿を取り戻しつつあります。病床稼
働率、在院日数などの病院の経営指標も順調に
回復・改善しており、ようやく病院全体の活
気も戻ってきていると実感する今日この頃で
す。目先のトラブルへの対処に追われるばかり
ではなく、腰を据えて名大病院の発展を考える
フェーズが到来したと考えております。
　とはいえ、新型コロナウイルス感染症が終息
したわけでなく、また当院には罹患すると重症
化のリスクがある患者さんが数多くおられること
から、患者さんやそのご家族には通院や面会に
際して引き続き不自由をおかけしております。そ
して、この4月からいよいよ突入する医師の働
き方改革の運用に向けては、医師の労働環境を
改善し、世界水準の医療の質と患者安全の継続
について一層取り組んでまいります。本年も当
院の取り組みへご理解・ご協力を賜りますよう、
何卒よろしくお願い申し上げます。

看護部長　藤井　晃子

　謹んで新春のお慶びを申し
上げます。
　昨年中は、新型コロナウイル
ス感染症が5類へと移行しま
したが、インフルエンザ、プー

ル熱など同時感染が発生したことから、皆さま
におかれては自主的な行動制限を継続されたこ
とも多かったかと存じます。そのような中、当
院では、with コロナとしての診療体制を工夫し、
コロナ前よりも多くの患者さんへ診療を提供す
ることができました。これも皆さまの多大なる
ご支援、ご協力のたまものでございます。誠に
ありがとうございました。心より感謝申し上げ
ます。引き続き当院の看護部門においても、愛
（やさ）しく、温かく、安全な看護実践のさらな
る質向上に努めてまいります。
　さて本年は辰年です。辰年は陽の気が動いて
万物が振動することから、活力旺盛になって大き
く成長し、新たな始まりやチャンスの年といわれ
ているようです。すべての皆さまにとりまして、
本年がすばらしい年となりますよう祈念申し上げ
まして、新年のご挨拶とさせていただきます。

事務部長　藤江　進

　新年あけましておめでとう
ございます。
　皆様お健やかに新年をお迎
えのことと、心よりお慶び申
し上げます。

　さて、今年4月開始の“医師の働き方改革”
に伴い、医療の質や安全を確保し持続可能な医
療提供体制を維持することを目的とした時間
外労働の上限規制等や健康確保のための面接指
導、勤務間インターバル規制等の措置が適用さ
れます。
　当院はこれまで医師の勤務状況把握に努め、
大学病院の役割である診療、教育、研究、そし
て医師派遣による地域医療提供体制の維持に対
して大いに貢献していることを再認識したとこ
ろです。
　現状行っている308の医療機関への医師派遣
を続けながら院内業務を見直し過重な時間外労
働時間を短縮することが喫緊の課題であり、遵
法のためにはさらなる取り組みが必要です。
　患者さんやご家族におかれましてはご不便を
おかけすることもあろうかと存じます。
　ご理解ご協力くださいますよう、よろしくお
願いいたします。

特集 1

▲�（左より）小児循環器センターの大橋病院准教授、
六鹿教授（センター長）、櫻井病院教授

▲�先天性心疾患医療の専門医を中心に、名大病院なら
ではの高度な治療提供を目指す

全国トップレベルの治療提供を目指して
小児循環器センターが稼働しています。
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「かわらばん」は、名大病院ホームページでもご覧いただけます。
バックナンバーや災害医療支援活動の状況、医事統計などを掲載しています。
ホームページアドレス    https://www.med.nagoya-u.ac.jp/hospital/（トップページ⇒病院概要⇒広報）

HPのご案内
No.131　医学部・医学系研究科総務課
TEL 052-741-2111（代表）
発行日　2024年1月1日

名大病院は、日本の国立大学病院では
初めての JCI 認証施設です。

Nagoya Disease 
Information Center

ナディックの利用休止について
　患者情報センター（広場ナディック）は利用を休止しています。
　それに伴い、患者さん向けの学習会・講演会及び折り紙等の手作り工作
教室についても次回の開催予定は未定となっています。
　皆様には大変ご不便をおかけいたしますが、ご了承くださいますようお
願い申し上げます。
　肝臓病教室については引き続きオンライン
（名大病院公式YouTube チャンネル）で公
開しています。当院・肝疾患診療連携拠点病
院ホームページのお知らせ欄からもご確認い
ただけます。
　がん患者さん向けの「ウイッグ・頭皮ケア
相談」については外来棟1階「地域連携・患
者相談センター」にてがん相談員が随時対応
しております。

�（問い合わせ先　地域連携・患者相談センター�
� 052-744-2663）

ナディック
通信

名大病院公式
YouTube チャンネル

特定基金 医学部附属病院支援事業への
ご協力のお願い
　当院では本事業を通じて、診療環境の充実、患者さんへのサー
ビスのさらなる向上、先進的な臨床研究の推進を進めてまいりま
す。皆さまのご支援を賜りますようお願い申し上げます。
　詳細は、ホームページまたは外来棟1階に置かれているパンフ
レットをご覧ください。
URL：https://www.med.nagoya-u.ac.jp/kikin/hosp-kikin/

QRコードでも
アクセスできます！

患者さんの健康をサポートすべ

き医療施設として、病院敷地内

の全面禁煙を実施しています。

皆さまのご理解とご協力をお願

いいたします。

■ 禁煙のお願い

　本院では、患者さんへのサービス・アメニティー等の満足度向上を目指し、患者満足度委員
会において、院内に設置してある提案箱へ投函された提案書のご意見から、サービス改善策を
検討し実施しています。
　現在、1ヶ月あたり約50件のご提案をいただいております。提案書は、回収次第、現場で
対応を進めるとともに、その後開催される委員会にて1件ずつ検討することで、院内のサービス
向上に努めています。
　サービス改善における主な対応については、外来棟1階中央待合ホールに設置されているモ
ニターへ掲示しております。

病院病院からのからの

お知らせお知らせ
病院からの
お知らせ

　患者さんが利用する設備や機器などは、日々
の点検や定期的な更新を実施しておりますが、
2023年度上半期では、特に以下の改善を実施
しました。

〈院内における主な設備面の改善〉
1）�中央診療棟 Aの時間外診療受付の窓口に
「（時間外）入退院受付」の案内表示を掲示

提案書からの改善報告

▲�窓口右上に案内表示を新たに掲示
（黄色矢印部分）

診療科レポート「老年内科」老年内科長　梅垣　宏行
　

老
年
内
科
で
は
、
高
齢
の
患
者
さ

ん
の
専
門
的
な
診
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。
高
齢
期
に
は
、
多
く
の
疾
患
が

併
存
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
老
年

内
科
で
は
、
そ
う
し
た
多
病
を
持
っ

た
方
を
各
専
門
診
療
科
と
も
連
携
し

な
が
ら
診
療
を
行
い
ま
す
。
多
病
が

あ
る
と
、
薬
剤
の
数
も
増
え
る
こ
と

が
多
く
、
多
剤
併
用
（
ポ
リ
フ
ァ
ー

マ
シ
ー
）
の
方
も
増
え
ま
す
。
疾
患

を
し
っ
か
り
と
治
療
・
管
理
す
る
こ

と
は
と
て
も
重
要
で
す
が
、
薬
剤
の

数
が
多
く
な
り
す
ぎ
る
と
、
副
作
用

が
で
や
す
く
な
る
な
ど
の
デ
メ
リ
ッ

ト
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

注
意
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
当
科
で

は
、
多
病
の
併
存
し
た
高
齢
の
患
者

さ
ん
に
対
し
て
よ
り
適
切
な
医
療
の

提
供
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
高

齢
期
に
は
、
認
知
機
能
の
低
下
が
お

こ
り
や
す
く
な
り
認
知
症
の
方
も
増

え
て
き
ま
す
が
、
認
知
機
能
の
正
し

い
評
価
に
も
と
づ
い
た
適
切
な
対
応

も
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
入
院
診
療
に
お
い
て
は
、
患

者
さ
ん
の
身
体
機
能
や
精
神
心
理
機

能
、
社
会
的
な
背
景
も
十
分
に
評
価

し
て
治
療
を
行
う
高
齢
者
総
合
機
能

評
価
を
実
施
し
な
が
ら
診
療
を
行
っ

て
い
ま
す
。
他
の
診
療
科
に
入
院
中

の
高
齢
患
者
さ
ん
に
対
し
て
も
、
認

知
症
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト
チ
ー
ム
な
ど
の

活
動
も
含
め
て
、
よ
り
良
い
医
療
を

受
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
サ
ポ
ー

ト
し
て
い
き
ま
す
。

通
院
支
援
ア
プ
リ
の
サ
ー
ビ
ス
を

開
始
し
ま
し
た

海
外
医
療
機
関
と
の
学
術
交
流
を

再
開
し
ま
し
た

　当院では、2023年11月より外来通院をされている患
者さんをサポートするため、通院支援アプリのサービス
を開始しました。患者さんご自身のスマートフォンに専用
アプリをインストールして、予約の確認、予約忘れ防止
や診察状況の通知などのサービスを無料で受けられるも
のです。スマートフォンを持たない患者さんにはご家族
が代わりに登録し、通知を受け取ることもできます。ぜ
ひご利用ください。
★アプリの使用開始には当院内「アプリ専用窓口」で利
用登録のお申し込みが必要です。詳しくは本専用窓口に
お気軽にお尋ねください。

　名大病院は海外の複数の医療機関とMOU（学術交流
協定）を結び、国際的な医療人材の育成に取り組んでい
ます。COVID-19の流行に伴い職員の派遣を中断してい
ましたが、2023年8月に本院病院長をはじめ関係職員
が、ソウル大学病院とアサンメディカルセンターを訪問
し各機関との交流を再開しました。ソウル大学病院とは
MOUの再締結も行い、これまでの両病院看護部間の交
流内容を振り返るとともに、新たな協定のもと今後の連
携・協力の拡大について確認しました。今後もWeb 会
議で定期的な情報交換を継続し、職員の派遣・受け入れ
を進める予定です。このような継続的な国際交流を通じ
て、これからも国際的視野を持つ医療人材を育み、質の
高い医療の提供に努めてまいります。

▲ソウル大学病院・当院の看護部による報告会（2023年8月）


